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(57)【要約】
【課題】記録媒体に記録されている記録データが傷、汚
れ、ごみなどの影響で読み取れないときでも、映像デー
タまたは音声データを短時間で再生する再生装置および
再生方法を提供する。
【解決手段】映像再生装置は、ネットワークを介して外
部装置と通信する通信手段と、記録媒体に記録されてい
る記録データを読み取る読取手段と、記録媒体に読取手
段が読み取れない読取不能箇所があったことを検知する
検知手段と、その検知手段が読取不能箇所があったこと
を検知したときに、読取不能箇所から読み取れない読取
不能データを補正するための補正データを通信手段によ
って外部装置から取得する取得手段とを有する。
【選択図】図２



(2) JP 2008-299959 A 2008.12.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して外部装置と通信する通信手段と、
　記録媒体に記録されている記録データを読み取る読取手段と、
　前記記録媒体に前記読取手段が読み取れない読取不能箇所があることを検知する検知手
段と、
　前記読取不能箇所があることを前記検知手段が検知したときに、前記読取不能箇所から
読み取れない読取不能データを補正するための補正データを前記通信手段によって前記外
部装置から取得する取得手段とを有することを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　前記読取手段が読み取った前記記録データを記憶するデータ記憶手段と、
　前記読取手段が前記記録媒体から読み取った前記記録データを前記データ記憶手段に記
憶させる記憶制御手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されている前記記録データを用いて前記映像データまたは音
声データを再生する再生手段とを更に有することを特徴とする請求項１記載の再生装置。
【請求項３】
　前記データ記憶手段に前記記録データが記憶されているか否かを判別する記録データ判
別手段を更に有し、
　前記再生手段は、前記記録データ判別手段が前記データ記憶手段に前記記録データが記
憶されていると判別したときは、前記データ記憶手段に記憶されている前記記録データを
用いて前記映像データまたは音声データを再生し、前記記録データ判定手段が前記データ
記憶手段に前記記録データが記憶されていないと判別したときは、前記映像データまたは
音声データの再生を停止することを特徴とする請求項２記載の再生装置。
【請求項４】
　前記記録媒体が正規に取得した正規媒体か否かを判別する媒体判別手段を更に有し、
　前記読取手段は、前記媒体判別手段が前記記録媒体が前記正規媒体であると判別したと
きは前記記録データを読み取り、前記媒体判別手段が前記記録媒体が前記正規媒体でない
と判別したときは前記記録データの読み取りを行わないことを特徴とする請求項１～３の
いずれか一項記載の再生装置。
【請求項５】
　前記取得手段が前記外部装置から前記補正データを取得することに対する課金処理を行
う課金処理手段を更に有し、
　前記取得手段は、前記課金処理手段が前記課金処理を行ったときに前記補正データを取
得することを特徴とする請求項１～４のいずれか一項記載の再生装置。
【請求項６】
　前記読取手段は、前記検知手段が前記読取不能箇所があることを検知したときは前記読
取不能データを読み飛ばすことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項記載の再生装置
。
【請求項７】
　前記記憶制御手段は、前記取得手段が前記外部装置から取得した前記補正データを前記
データ記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項２～６のいずれか一項記載の再生装
置。
【請求項８】
　記録媒体に記録されている記録データを読み取れない読取不能箇所が前記記録媒体にあ
ることを検知したときに、該検知された読取不能箇所から読み取れない読取不能データを
補正するための補正データをネットワークを介して外部装置から取得し、その取得した補
正データを用いて映像データまたは音声データを再生することを特徴とする再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、映像データまたは音声データを再生する再生装置および再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、記録媒体に記録されているデジタル形式の記録データを読み取って映像データお
よび音声データを再生する再生装置がある。この種の再生装置としては、ＤＶＤ（Digita
l　Versatile　Disk）等の記録媒体を用い、その記録媒体から記録データを読取って映像
データおよび音声データを再生する再生機能を備えたＤＶＤプレーヤや、再生機能に加え
て記録媒体に対するデジタルデータの記録機能を備えたＤＶＤレコーダが普及している。
【０００３】
　従来、この種の再生装置に関し、ＤＶＤ－ＲＯＭのような書き換え不能の記録媒体に記
録された映像データに不具合が見つかった場合に、サーバからネットワークを通じて修正
データをダウンロードし、不具合のあるデータを修正データに差し替えて映像データを再
生する再生装置があった（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００６－１２９１６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の再生装置は記録媒体の表面に傷があったり、汚れやごみが付着してい
ると、記録媒体に記録されている記録データのうち、傷などが着いている箇所の記録デー
タを読み取ることができなかった。この場合、傷や汚れが軽微なものであれば、記録デー
タに誤り訂正符号が入っている場合はデータのエラー補正を行うことによって映像データ
や音声データを再生することは可能である。
【０００５】
　しかし、誤り訂正符号で訂正できるエラーには限度があるため、傷や汚れが記録媒体の
一定区間以上で連続しているときは、エラー補正を行って映像データや音声データを再生
することはできない。
【０００６】
　従来の記録媒体は、ＭＤ（MiniDisc）、ＭＯ（Magneto-Optical　disk）といった一部
の記録媒体を除き、ＣＤ（Compact　Disc），ＤＶＤ等の光ディスクや、ＨＤ　ＤＶＤ、
ブルーレイディスク等の光ディスクはいずれもデータの記録面が露出しているため、傷、
汚れ、ごみ等が記録面に着きやすく、それらの着いた箇所が連続することも多いため、再
生装置が映像データを再生できなくなることも多い。
【０００７】
　このような場合、同じ記録データを記録している記録媒体を買い直すなどして入手でき
れば、その記録媒体を用いることによって映像データを再生できるようになるが、中には
廃盤になっているなどして買い直しが困難な記録媒体もある。
【０００８】
　一方、近年、ＡＤＳＬ（Asymmetric　Digital　Subscriber　Line）や光通信等通信イ
ンフラの普及により、本格的な通信での映像や音楽等の配信サービス環境が整備されてき
ている。そうした中、再生装置の中にも通信接続機能を有するものが実用化されている。
【０００９】
　このような再生装置を用いる場合は、映像データや音声データの再生に必要なデータを
ネットワークを介して取得することも可能である。しかし、ネットワークを介して取得す
るデータは、例えば映画の本編全体等のあくまで映像全体、楽曲全体といったコンテンツ
単位であるため、データ容量が大きく、したがって、データ通信にかなりの時間を要する
。例えば、ＨＤ　ＤＶＤの記録媒体は記録容量が３０ＧＢもあるため、コンテンツ全体を
取得する場合は、光ファイバを用いた高速光通信であってもデータ通信にかなりの時間が
必要となる。
【００１０】
　そこで、本発明は上記課題を解決するためになされたもので、記録媒体に記録されてい
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る記録データが傷、汚れ、ごみなどの影響で読み取れないときでも、映像データまたは音
声データを短時間で再生する再生装置および再生方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明は、ネットワークを介して外部装置と通信する通信手
段と、記録媒体に記録されている記録データを読み取る読取手段と、記録媒体に読取手段
が読み取れない読取不能箇所があることを検知する検知手段と、読取不能箇所があること
を検知手段が検知したときに、読取不能箇所から読み取れない読取不能データを補正する
ための補正データを通信手段によって外部装置から取得する取得手段とを有する再生装置
を特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、記録媒体に記録されている記録データを読み取れない読取不能箇所が
記録媒体にあることを検知したときに、その検知された読取不能箇所から読み取れない読
取不能データを補正するための補正データをネットワークを介して外部装置から取得し、
その取得した補正データを用いて映像データまたは音声データを再生する再生方法を提供
する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、記録媒体に記録されている記録データが傷、汚れ、ごみなどの影響で
読み取れないときでも、映像データまたは音声データを短時間で再生する再生装置および
再生方法が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。なお、同一要素には同一符号を用い、重
複する説明は省略する。
【００１５】
第１の実施の形態
（映像再生装置の構成）
　本発明の実施の形態に係る映像再生装置１について図１を参照して説明する。図１は、
映像再生装置１の内部構成を記録媒体２０３およびサーバ装置２０４とともに示すブロッ
ク図である。
【００１６】
　図１に示すように、映像再生装置１は、例えば光ディスク等である記録媒体２０３に記
録されている、所定の暗号化方式で暗号化されたデジタル形式のデータ（以下「記録デー
タ」という）を読取ることができる。
【００１７】
　また、映像再生装置１は記録媒体２０３に後述する読取不能箇所が見つかったときにイ
ンターネット２０２を介して外部装置としてのサーバ装置２０４に接続し、そのサーバ装
置２０４から後述する補正データ２１を取得することができる。
【００１８】
　そして、映像再生装置１は映像再生プログラム１１により、補正データ２１を用いて映
像データＳ１を再生し、また、音楽再生プログラム１２により音声データＳ２を再生する
。
【００１９】
　映像再生装置１は、ハードディスクドライブ部３、ディスクドライブ部４およびネット
ワークインターフェース（Ｉ／Ｆ）部５を有し、いずれもバス２に接続されている。
【００２０】
　ハードディスクドライブ部３は、高速回転する磁気ディスクへの記録データの書き込み
および磁気ディスクからの記録データの読み取りを行う。
【００２１】
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　また、ハードディスクドライブ部３は、映像再生プログラム１１および音楽再生プログ
ラム１２を記憶するともに、先読みバッファ１３が設けられている。先読みバッファ１３
は、後述する先読み処理で読み取られた記録データを記憶するデータ記憶手段としての機
能を有している。
【００２２】
　ディスクドライブ部４は、記録媒体２０３から記録データを読み取って出力し、読取手
段としての機能を有している。ネットワークＩ／Ｆ部５は、サーバ装置２０４との間でイ
ンターネット２０２を介した通信を実行する通信手段としての機能を有している。
【００２３】
　また、映像再生装置１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）６、メモリ部７、Ｒ
ＯＭ８およびビデオメモリ部９を有し、いずれもバス２に接続されている。ＣＰＵ６は、
ＲＯＭ８からメモリ部７に読み出された起動プログラムにしたがい起動され、システム初
期化、システム終了などを制御する。
【００２４】
　ユーザ入力装置１０は、例えば、キーボード、マウスなどからなり、ユーザが所望のデ
ータを操作入力情報として入力する操作入力手段であって、例えば後述する再生ボタン１
０ａ（図２参照）としての機能を有している。
【００２５】
　さらに、ＣＰＵ６は、映像再生プログラム１１を実行して、記録媒体２０３やハードデ
ィスクドライブ部３の先読みバッファ１３から読み出される記録データを用いて映像信号
を復号し、復号される映像信号に所定の画像処理を施して映像データＳ１を出力する。
【００２６】
　また、ＣＰＵ６は、音楽再生プログラム１２を実行して、記録データを用いて音声信号
を復号し、復号される音声信号に所定の音声処理を施して音声データＳ２を出力する。
【００２７】
　メモリ部７には、ＣＰＵ６が作動する際に用いるデータやプログラムが記憶される。Ｒ
ＯＭ８には、起動プログラムなどのＣＰＵ６が実行するプログラム等が記憶されている。
ビデオメモリ部９には、デコード（復調）された映像信号が順次書き込まれる。
【００２８】
　映像再生プログラム１１は、本実施の形態では、図１に示すとおり、データ読取部（デ
ータ読取モジュール）１１ａと、映像デコーダ（映像デコードモジュール）１１ｂと、表
示ドライバ（表示制御モジュール）１１ｃとを有している。
【００２９】
　データ読取部１１ａは、ディスクドライブ部４による記録データの読み取り機能を実現
する。このデータ読取部１１ａは、図２に示すように、先読み処理部１４、再生指示部１
５、傷検知部１６、正規メディア判別部１７およびデータ取得部１８を有している。
【００３０】
　先読み処理部１４は、記録媒体２０３に記録されている記録データについての後述する
先読み処理を実現する。再生指示部１５は、先読みバッファ１３に記憶されている記録デ
ータを用いた映像デコーダ１１ｂ、表示ドライバ１１ｃによる映像データＳ１の再生処理
を実現する。
【００３１】
　傷検知部１６は記録媒体２０３に傷、ごみ、汚れなどが着いていることによって記録デ
ータの読み取りが行えない箇所（以下「読取不能箇所」という）があることを検知する検
知手段としての機能を実現する。本実施の形態では、もともと読取不能箇所に記録され、
傷、ごみ、汚れなどが着いていなければ読み取れたところ、傷、ごみ、汚れなどが着いて
いたために後述するエラー補正処理を行ってもディスクドライブ部４が読み取れない記録
データを読取不能データとしている。
【００３２】
　正規メディア判別部１７は記録媒体２０３が後述する正規メディアであるかどうかを判
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別する媒体判別手段としての機能を実現する。データ取得部１８は傷検知部１６が読取不
能箇所があったことを検知したときにサーバ装置２０４から補正データ２１を取得する取
得手段としての機能を実現する。
【００３３】
　そして、映像デコーダ１１ｂは暗号化されている映像信号を復号する復号化処理を行う
。表示ドライバ１１ｃは映像デコーダ１１ｂが復号した映像信号から映像データＳ１を生
成する。
【００３４】
　また、音声再生プログラム１２は、本実施の形態では、図１に示すとおり、データ読取
部（データ読取モジュール）１２ａと、音声デコーダ（音声デコードモジュール）１２ｂ
と、出力（出力制御モジュール）ドライバ１２ｃとを有している。
【００３５】
　データ読取部（データ読取モジュール）１２ａは、ディスクドライブ部４から供給され
る記録データの読み取り機能を実現する。音声デコーダ１２ｂは暗号化されている音声信
号を復号する復号化処理を行う。出力ドライバ１２ｃは音声デコーダ１２ｂが復号した音
声信号から音声データＳ２を生成する。なお、データ読取部１２ａも、データ読取部１１
ａと同様の先読み処理部、再生指示部、傷検知部、正規メディア判別部およびデータ取得
部を有しているが、本実施の形態では、これらの図示を省略している。
【００３６】
（サーバ装置の構成）
　次に、サーバ装置２０４の構成について、図３、図４を参照して説明する。サーバ装置
２０４は、図３に示すように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）３０１、ＲＯＭ(Read
 Only Memory)３０２、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）３０３、通信処理部３０４、
通信制御部３０５およびデータ記憶部３０６を有している。
【００３７】
　そして、サーバ装置２０４は、ＣＰＵ３０１がＲＯＭ３０２に記憶されているプログラ
ムにしたがいＲＡＭ３０３にデータを読み書きしながら作動し、一方、通信制御部３０５
がＣＰＵ３０１の指示にしたがい通信処理部３０４を作動させ、これにより、映像再生装
置１との間でのデータ通信が行われる。
【００３８】
　また、サーバ装置２０４は、本実施の形態では、データ記憶部３０６に図２に示す補正
データ２１が記憶されている。補正データ２１は、映像再生装置１が記録媒体２０３に読
取不能箇所があったことを検出したときに、その読取不能箇所から読み取れない読取不能
データを映像再生装置１が補正するためのデータであり、後述するダウンロードｄによっ
て例えば数バイトの補正データ２１ａが映像再生装置１に転送される。
【００３９】
（映像再生装置の動作内容）
　次に、図５に示すフローチャートを参照して、映像再生装置１が記録媒体２０３から記
録データを読み取って映像データＳ１を再生するときの動作手順について説明する。なお
、図５は映像再生プログラム１１にしたがって行われる映像データＳ１の再生手順を示す
フローチャートである。以下の説明では、予めディスクドライブ部４のディスクトレーに
記録媒体２０３が収納されていることを想定している。
【００４０】
　映像再生プログラム１１は、ユーザがユーザ入力装置１０に備えられている再生ボタン
１０ａを操作したときに起動する。映像再生プログラム１１では、まず、データ読取部１
１ａが作動する。
【００４１】
　データ読取部１１ａが作動すると、まず、正規メディア判別部１７が作動して、ディス
クトレーに収納されている記録媒体２０３が正規メディアであるかどうかを判別する（Ｓ
１）。ここで、正規メディアとは、ユーザが購入などして正規に取得した記録媒体を意味
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している。例えば、正規メディア判別部１７は読み取ったデータの中に正規メディアであ
ることを示すコード情報が含まれているか否かで、記録媒体２０３が正規メディアである
かどうかを判別する。
【００４２】
　そして、データ読取部１１ａでは、記録媒体２０３が正規メディアであると正規メディ
ア判別部１７が判別したときはＳ２からＳ１０までの動作が行われるが、そうでなければ
（正規メディア判別部１７が正規メディアでないと判別したとき）Ｓ２からＳ１０までの
動作を行うことなく動作が終了し、映像再生プログラム１１も終了する
【００４３】
　次に、データ読取部１１ａは、Ｓ２に動作を進め、先読み処理部１４による先読み処理
を実行する。この先読み処理は映像データＳ１を再生するにあたって、予め記録媒体２０
３から記録データを読み取り、読み取った記録データを先読みバッファ１３に記憶させる
処理である。先読み処理部１４は先読み処理で読取不能箇所がみつかった場合、その読取
不能箇所の読取不能データを読み飛ばしている。
【００４４】
　続いてデータ読取部１１ａは、Ｓ３に動作を進め、傷検知部１６によって先読み処理の
際に読取不能箇所がみつかったか否かを判定する。読取不能箇所がみつかったときは、記
録媒体２０３に読取不能箇所があることが検知されたとしてＳ７に動作を進め、そうでな
ければ読取不能箇所は検知されなかったとしてＳ４に動作を進める。
【００４５】
　また、データ読取部１１ａは、Ｓ４に動作を進めると、再生指示部１５が先読みバッフ
ァ１３に記憶されている記録データを用いた再生処理を指示する。この場合、映像デコー
ダ１１ｂ、表示ドライバ１１ｃが再生指示部１５の指示を受け作動して再生手段としての
動作を行い、記録データを用いた再生処理を行い、映像データＳ１を出力する。
【００４６】
　そして、データ読取部１１ａでは、Ｓ４に続いてＳ５に進むと、先読み処理部１４が記
録データ判別手段としての動作を行い、先読みバッファ１３に後述する再生基準量の記録
データがあるか否かを判別する。データ読取部１１ａでは、先読みバッファ１３に再生基
準量のデータがあるときはＳ４を再び実行するが、なければＳ６に動作を進める。
【００４７】
　データ読取部１１ａでは、Ｓ６に動作を進めると再生終了（例えば、映像データをすべ
て再生した場合、ユーザが図示しない再生停止ボタンを押した場合）か否かを判定する。
再生終了でなければＳ２に戻って上記動作を繰り返すが、再生終了であれば映像再生プロ
グラム１１が終了する。
【００４８】
　一方、データ読取部１１ａは、Ｓ３からＳ７に動作を進めると、先読み処理部１４が記
録データ判別手段としての動作を行い、先読みバッファ１３に再生基準量のデータがある
か否かを判別し、その判別結果に基づき、再生指示部１５が映像データＳ１の再生を制御
する。この場合、再生指示部１５は、再生基準量のデータが記憶されていると判別された
ときはＳ８に動作を進めるが、再生基準量のデータが記憶されていないと判別されればＳ
１０に動作を進める。
【００４９】
　そして、データ読取部１１ａは、Ｓ８に動作を進めると、再生指示部１５が先読みバッ
ファ１３に記憶されている記録データを用いて再生を行うように指示する。この場合、再
生指示部１５の指示を受けて映像デコーダ１１ｂ、表示ドライバ１１ｃが作動して映像デ
ータＳ１が出力される。
【００５０】
　また、Ｓ１０に動作が進むと、再生指示部１５が映像データＳ１の出力を停止するよう
に映像デコーダ１１ｂ、表示ドライバ１１ｃに指示し、その指示を受けて映像デコーダ１
１ｂ、表示ドライバ１１ｃが映像データＳ１の出力を一時停止する。
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【００５１】
　さらに、データ読取部１１ａは、Ｓ８またはＳ１０に続いてＳ９に動作を進めると、デ
ータ取得部１８が読取不能データを補正するための補正データ２１のダウンロードｄを行
うようにネットワークＩ／Ｆ部５に指示して補正データ２１ａを取得する。
【００５２】
　この場合、データ取得部１８は、記録媒体２０３で見つかった読取不能箇所の位置を特
定するためのデータ（トラックやセクタの番号など）を含む記録データ取得要求をネット
ワークＩ／Ｆ部５によってサーバ装置２０４に送信する。
【００５３】
　すると、ネットワークＩ／Ｆ部５がサーバ装置２０４との間で通信処理を行って補正デ
ータ２１のうち、読取不能データに対応する補正データ２１ａ（記録媒体２０３の読取不
能箇所から読み取れない記録データと同じ例えば数バイトのデータ）のダウンロードｄを
行い、データ取得部１８が補正データ２１ａを取得する。
【００５４】
　また、データ取得部１８は記憶制御手段としての動作を行い、サーバ装置２０４から取
得した補正データ２１を先読みバッファ１３の該当箇所（読取不能データが見つからなけ
れば記憶されていたであろう箇所）に記憶させる。データ取得部１８はＳ９を実行すると
Ｓ２に戻る。
【００５５】
　以上のようにすることによって、映像再生装置１は、記録媒体２０３に傷や汚れ等が付
着していることによる読取不能箇所があっても、その読取不能箇所から読み取れない読取
不能データを補正するための補正データ２１をサーバ装置２０４から取得することができ
る。そのため、傷や汚れ等が付着している記録媒体２０３でも、映像データＳ１を再生で
き、ユーザが傷や汚れ等の付着している記録媒体２０３の買い直しなどを行う必要がない
ようになっている。
【００５６】
　また、映像再生装置１は、映像データＳ１全体の再生に必要なデータではなく、読取不
能箇所に対応した読取不能データの例えば数バイトの補正データ２１ａだけをダウンロー
ドｄによって取得するため、ダウンロードｄに要するデータ通信量が少なくてすみ、した
がって、ダウンロードｄが短時間で終了するため、映像データＳ１全体を短時間で再生す
ることができる。
【００５７】
　この場合、映像再生装置１は、映像データＳ１を再生するにあたって、先読み処理を行
い、予め記録媒体２０３に記録されている記録データを読み取って一旦先読みバッファ１
３に記憶させ、そこから記録データを読み取って映像データＳ１を再生している。
【００５８】
　そのため、先読みバッファ１３に記憶される記録データのデータ量は図６に示すように
して変化する。例えば図６（ａ）に示すように、記録媒体２０３からディスクドライブ部
４による記録データの読み取りｒ１が行われ、読み取った記録データを先読みバッファ１
３に記憶させると、図６（ｂ）に示すように、先読みバッファ１３に記憶される記録デー
タのデータ量が増えていく。
【００５９】
　記録データのデータ量が再生基準量Ｖ０に達すると、映像データの再生ｒ２が開始され
先読みバッファ１３に記憶される記録データのデータ量がＶ０から減少していく。そして
、先読みバッファ１３のデータ量がＶ１（Ｖ１＜Ｖ０）になった時点で再びディスクドラ
イブ部４が記録データの読み取りｒ１を開始し、先読みバッファ１３に再生基準量Ｖ０を
越えるデータ量Ｖ２のデータが記憶された時点で再生ｒ２が開始されて先読みバッファ１
３のデータ量が減少していく。
【００６０】
　このとき、仮に時刻ｔ１で読取不能箇所が見つかったために補正データ２１のダウンロ
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ードｄを行い、そのダウンロードｄが時刻ｔ３で完了したとする。
【００６１】
　上述のとおり、読取不能箇所が見つかると、その読取不能箇所の読取不能データの読み
飛ばしが行われるため、読み飛ばしの期間（ｔ１からｔ２）は先読みバッファ１３のデー
タ量はＶ３（Ｖ３＞Ｖ１）のまま推移し、読み飛ばしが終了した時刻ｔ２になるとそこか
らデータ量が順次増加していく。
【００６２】
　そして、時刻ｔ３でダウンロードｄが完了して、映像再生装置１が補正データ２１ａを
取得し、その補正データ２１ａを先読みバッファ１３に記憶させたことで、時刻ｔ３で先
読みバッファ１３のデータ量が増加している。なお、図６（ｂ）では、点線のグラフが読
取不能箇所の見つからなかった場合、実線のグラフが読取不能箇所の見つかった場合を示
している。
【００６３】
　このように、映像再生装置１は、先読みバッファ１３を設け、映像データＳ１の再生前
に先読み処理を行って、先読みバッファ１３に再生基準量の記録データを記憶させてから
映像データＳ１の再生を開始している。
【００６４】
　先読みバッファ１３は読取不能箇所が見つかって読み飛ばしとダウンロードｄを行うこ
とになっても、その間に記録データを用いた再生が継続できるようにするものであるから
、再生基準量は読み飛ばしおよびダウンロードｄに要する時間と、再生で読み出す記録デ
ータのデータ量を考慮して設定することが望ましい。
【００６５】
　以上のように、映像再生装置１は、先読み処理を行うことで、読取不能箇所が見つかっ
ても、映像データＳ１の連続再生を行え、直ちに再生を停止させずに済むようになってい
る。
【００６６】
　そのため、映像再生装置１は、読取不能箇所が見つかっても、補正データ２１のダウン
ロードｄに要する通信時間を待たずに映像データＳ１を再生でき、映像データＳ１をリア
ルタイムに再生できるようになっている。
【００６７】
　そして、先読みバッファ１３は、再生基準量のデータを記憶できるように記憶容量が設
定されている。そのため、記録媒体２０３に読取不能箇所が見つかり、補正データ２１の
ダウンロードｄを行うことになっても、ダウンロードｄの間はここに記憶されている記録
データを用いて映像データＳ１を再生でき、再生を停止せずに済むようになっている。し
たがって、映像再生装置１は、映像データＳ１の再生に要する時間を引き延ばさずに済む
ようになっている。
【００６８】
　さらに、映像再生装置１では、記録媒体２０３が正規メディアであるときにだけ記録デ
ータの読み取りおよび映像データＳ１の再生を実行し、正規メディアでないときにはこれ
らと補正データ２１のダウンロードｄ（Ｓ９）が実行されないようにしている。そのため
、例えば、ユーザが記録媒体２０３を不正に入手し、その記録媒体２０３の全体に意図的
に傷や汚れをつけて、その部分の記録データをすべてダウンロードするといった不正利用
ができないようになっている。
【００６９】
　一方、従来の記録媒体２０３は店頭におくことによる宣伝効果があるものの、その価格
は販売店によってコントロールされるため、価格が下落しやすく、映像コンテンツの製作
者側の採算がとれないことがあった。
【００７０】
　一方、インターネット２０２によるデータ配信では、不具合のある記録媒体２０３を修
正するための回収コストはかからないし、製作者側により価格のコントロールが可能であ
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るという利点があるものの、ユーザにとっては、映像データＳ１の再生に必要なデータの
ダウンロードを長時間かけて行わねばならない欠点があった。
【００７１】
　しかしながら、本実施の形態に係る映像再生装置１では、映像コンテンツの提供者と、
ユーザの双方にとって有益なものとなっている。すなわち、映像再生装置１では、インタ
ーネット２０２を介したダウンロードｄによる補正データ２１の取得を行っているため、
その限りで記録媒体２０３が不要となり、その価格下落のおそれを排除することができる
。また、補正データ２１のダウンロードは読取不能データに対応した例えば数バイトの補
正データ２１ａだけであるから、ダウンロードｄに要する時間が大幅に短縮され、短時間
で記録データを取得できるようになっている。
【００７２】
　なお、上述のエラー補正処理は、例えば偶数パリティビットによる方式がある。例えば
、図７（ａ）、（ｂ）に示すようなビット列５０があった場合において、ビット列５０の
最後のビットに予めエラー補正をするための補正ビット(この場合は、パリティビット)５
１を追加しておく。偶数パリティー方式の場合は、データのある区間が偶数のビットにな
るように、補正ビット５１を追加する。
【００７３】
　こうしておくことにより、図７（ａ）に示すように、ビット列５０の一カ所に傷５２が
あってデータを読み取れなかった場合、残りのデータが奇数になった場合は傷５２のある
箇所のデータが“１”であり、偶数の場合は“０”であると判断できる。
【００７４】
　しかし、図７（ｂ）に示すように、連続する傷５３があった場合は、上記のようにして
エラー補正を行うことができない。このほかにも、エラー補正処理があるが、傷や汚れが
連続すると、補正が出来ないことに相違はない。
【００７５】
　なお、記録媒体２０３の中で制御データ部分や、映像の初期段階の記録データの記録さ
れている箇所に傷を入れることにより、映像全体を見えなくすることが可能である。
【００７６】
第２の実施の形態
　第２の実施の形態に映像再生装置１は、第１の実施の形態に係る映像再生装置１と比較
して、図８に示すようにデータ読取部１１ａが課金処理部１９を有する点で相違し、その
ほかは同じ構成を有している。
【００７７】
　課金処理部１９は、データ取得部１８が読取不能データの補正データ２１を取得するこ
とに対する課金処理を行う。この課金処理に対応して、サーバ装置２０４は課金が行われ
たときだけ補正データ２１を提供するように、補正データ２１の取得に対する課金が行わ
れたか否かを管理する課金管理部２２を有している。
【００７８】
　そして、第２の実施の形態に映像再生装置１は図９に示すフローチャートにそって映像
データＳ１を再生する。図９に示すフローチャートは、図５に示すフローチャートと比較
して、データ読取部１１ａがＳ８、Ｓ１０に続いて、Ｓ１１、Ｓ１２を実行した後Ｓ９を
実行する点で相違し、そのほかは同じである。
【００７９】
　この場合、データ読取部１１ａはＳ８またはＳ１０に続いてＳ１１に動作を進め、課金
処理部１９が補正データ２１をダウンロードｄによって取得するための課金処理を行うか
否かを判定する。ここで、課金処理を行うと判定したときはＳ１２に動作が進み、課金処
理部１９がデータ取得部１８によって補正データ２１を取得することに対する課金処理を
行う。課金処理を行うと判定されないときは終了する。データ取得部１８はＳ１２を実行
すると動作を終了する。
【００８０】
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　以上のように、本実施の形態における映像再生装置１も、第１の実施の形態に係る１と
同様、記録媒体２０３に読取不能箇所があっても、補正データ２１を取得することができ
るから、傷や汚れ等が付着している記録媒体２０３でも、映像データＳ１を再生でき、記
録媒体２０３の買い直しなどを行う必要がないようになっている。また、ダウンロードｄ
が短時間で終了するため、映像データＳ１全体を短時間で再生することができる。
【００８１】
　特に、実施の形態における映像再生装置１は、課金処理を行ってからダウンロードｄを
行っているから、サーバ装置２０４から補正データ２１を有料で提供できるようになり、
補正データ２１の提供をサービスとして実現できるようになる。
【００８２】
　以上の各実施の形態において、映像再生装置１がサーバ装置２０４から補正データ２１
のダウンロードｄを行う場合、ネットワークＩ／Ｆ５がサーバ装置２０４のアドレスを指
定する必要があるが、それは次の１）、２）、３）ようにすることができる。
【００８３】
　１）記録媒体２０３に補正データ２１を取得するためのサーバ装置（サーバ装置２０４
やそのほかの図示しないサーバ装置）のアドレスを記録しておくことである。こうすると
、記録媒体２０３の種類ごとに補正データ２１を提供するサーバ装置を分けておくことが
できる。また、記録媒体２０３に余計なデータが記録されることとなるが、下記２）、３
）よりも通信が少なくてすむ。
【００８４】
　２）ネットワークＩ／Ｆ５が一旦サーバ装置２０４とは別のサーバ装置にアクセスし、
そこからサーバ装置２０４のアドレスを取得することである。こうすると、通信の回数が
１）よりも１回多くなるが、記録媒体２０３に余計なデータが記録されなくて済む。
【００８５】
　３）映像再生装置１が記録媒体２０３の種類を問わず、すべてサーバ装置２０４にアク
セスするように設定しておくことである。こうすると、通信の回数が１）の場合と同様に
１回で済むが、サーバ装置の負荷が多くなる。
【００８６】
　以上の説明は、本発明の実施の形態についての説明であって、この発明の装置及び方法
を限定するものではなく、様々な変形例を容易に実施することができる。又、各実施形態
における構成要素、機能、特徴あるいは方法ステップを適宜組み合わせて構成される装置
又は方法も本発明に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る映像再生装置の内部構成を記録媒体およびサー
バ装置とともに示すブロック図である。
【図２】サーバ装置と、第１の実施の形態に係る映像再生装置の主要な内部構成を示すブ
ロック図である。
【図３】サーバ装置の内部構成を示すブロック図である。
【図４】映像再生装置とサーバ装置とにおいて、補正データのダウンロードが行われるこ
とを模式的に示した図である。
【図５】第１の実施の形態に係る映像再生装置が映像データを再生するときの動作手順を
示すフローチャートである。
【図６】先読み処理を模式的に示した図で、（ａ）は記録媒体と先読みバッファを示す図
、（ｂ）は先読みバッファのデータ量の変化を示す図である。
【図７】エラー補正処理を模式的に示した図で、（ａ）は傷が１ビットの場合を示す図、
（ｂ）は傷が連続している場合を示す図である。
【図８】サーバ装置と、第２の実施の形態に係る映像再生装置の主要な内部構成を示すブ
ロック図である。
【図９】第２の実施の形態に係る映像再生装置が映像データを再生するときの動作手順を
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示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８８】
　１…映像再生装置、３…ハードディスクドライブ部、６…ＣＰＵ，８…ＲＯＭ、１１、
２１…映像再生プログラム、１１ａ…データ読取部、１１ｂ…映像デコーダ、１１ｃ…表
示ドライバ、１３…先読みバッファ、１４…先読み処理部、１５…再生指示部、１６…傷
検知部、１７…正規メディア判別部、１８…データ取得部、１９…課金処理部、３０１…
ＣＰＵ，３０２…ＲＯＭ、３０３…ＲＡＭ、３０４…通信処理部，３０２…通信制御部、
３０３…データ記憶部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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